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第１章 総  則 

第１ 目 的 

 この指針は、消防法（昭和２３年法律第１８６号。以下「法」という。）第３章、消防法施

行令（昭和３６年政令第３７号。以下「令」という。）、消防法施行規則（昭和３６年自治省

令第６号。以下「規則」という。）、危険物の規制に関する政令（昭和３４年政令第３０６

号。以下「危政令」という。）、危険物の規制に関する規則（昭和３４年総理府令第５５号。

以下「危規則」という。）、危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示（昭和４

９年自治省告示第９９号。以下「告示」という。）、木更津市火災予防条例（昭和３７年条例

第２４号。以下「条例」という。）及び木更津市危険物の規制に関する規則（昭和５９年規則

第２２号。以下「木更津市規則」という。）に定める危険物の規制を統一的かつ合理的に行う

ため、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第２ 用 語 

 この指針に用いる用語は、法、令、規則、危政令、危規則、告示、条例及び木更津市規則に

おいて使用する用語の例による。 


